
�建設機械施工 Vol.67　No.9　September　2015

巻頭言

耐久的な構造物を実現するために
必要なこと

ੴ　ా　఩　໵

高度経ࡁ成長ظ以߱に஝ੵされた多くの社会ࢿ本の
࿝ٺ化が，େきなݒ೦事項となっている。ࠃ౔ަ௨ന
ॻ 2�1� によれ͹，2�33 年にはྸڮが൑明している໿
�� ສのڮྊのうͪ 67ˋが，また建設年度が൑明して
いる 1ສ本のトンωルの 5�ˋが，建設ޙ 5� 年をܴえ
ることになる。ྫえ͹高଎ಓ࿏各社においても，աࠅ
なڥ؀下で長ڙظ用されているಓ࿏構଄෺のଛইが一
部ݦ在化し，৽たに作Γସえるେ規模ߋ৽が計画され
ているঢ়گにある。ޙࠓਓݮޱগをܴえ，社会ࢿ本౤
しくなる中で，৽設構଄෺のݫがگ੓ঢ়ࡒにかかるࢿ
建設にあたっては，աڈと同様のものを作るのではな
く，ࠓࡢの技術進าを౿まえた長ण໋化࢓様とする必
要がある。一方でط設構଄෺に対しては，ద੾なิ修・
。によるޮՌ的なԆ໋化ાஔが重要となΖうࡦ対ڧิ
ͦれらの目的をୡ成するための，طଘ技術の૊Έ合わ
ͤと総合化，৽規の技術開発，ならびにͦれらを現場
に実૷する࢓૊Έの整備が，զ々が๊えるۓ٤の՝୊
である。
長ण໋化，高଱ٱ化をૂった構଄෺を実現するため
には，初ظの建設コストのΈならͣ，ҡ࣋管理やߋ৽
にかかるඅ用をؚめたϥイフαイクルコストを考ྀに
ೖれる必要がある。一般に高଱ٱ化を実現するにあ
たって，初ظコストの面では不利になら͟るをಘない
ためである。しかしながら，ྫえ͹ಓ࿏3ڮCচ൛の
ଧସえの場合，৽設চ൛とൺ΂て直接工事අͩけをൺ
ֱしても数ഒのコストを要するとのࢉࢼがある。また
ަ௨規੍等による社会的ଛࣦをؚめると，必要なコス
トはߋに૿加することが容қに༧૝される。࠷初から
ྑいものを作っておけ͹，݁局はಘをすることになる
のは自明である。
たͩし，初ظコストを্͛てもトータルでは採ࢉが
合うのか，という໋୊にਖ਼確に౴えるためには，構଄
෺の性ೳが࣌系ྻでͲのようにม化していくのか，あ
らかじめ೺Ѳしておく必要がある。コンクϦート構଄
෺の෼໺でݴえ͹，2��� 年 1 月に౔木学会から発刊
されたコンクϦート標準ࣔ方ॻにおいて，ੈքにઌۦ
けたような形で࣌間 U（設計଱用ظ間）をऔΓೖれた
রࠪख๏がಋೖされた。またࠓࡢの研究では，コンク
Ϧートࡐྉのߗ化・ྼ化を支配するඍࢹ的現象に対す

る理ղと一般化ࡐྉ෺理化学Ϟデルʗ構成ଇの構ங，
さらに数஋ղੳ技術の進าによΓ，࣌間্࣠でコンク
Ϧート構଄෺の性ೳを༧測するシミϡレーション技術
のஶしい進లも見られている。こういった技術を実務
にద用し，ϥイフαイクルコストをؚめた構଄෺の性
ೳධՁを行うことが必要であΖう。
しかし実構଄෺のৼ෣いはෳࡶである。現地一඼生
産であるがނの，固༗かつ様々なڙ用ڥ؀にമされる
と同࣌に，଱ٱ性は施工の඼質のӨڹもڧく受けるか
らである。さらにڙ用ޙのަ௨ՙ重の૿加や，スύイ
クタイϠࢭېに൐うౚ݁๷ࢄࡎࢭ෍量の૿加なͲ，当
初༧ظしない事象もىこΓうる。従って，事લ༧૝が
難しい不確実性に対するΤンジχアϦンάの知ܙとし
て，不具合に対して構଄෺に৑長性を࣋たͤる，ある
いはフェールセーフ機構を内แさͤることが重要であ
る。一方でݸผの要ૉ技術のレϕルアッϓのためには，
ৗに実ࡍの現象やڍ動とরらした検ূやվળが欠かͤ
ない。いわΏる P%C"αイクルの実ફである。長年
のڙ用を経た構଄෺から՝୊やվળ点をચい出し，৽
設構଄෺の設計に活かすこと，またద用したิ修・ิ
のޮՌを௥੻ௐࠪし，ޮՌ的なԆ໋技術を構ஙࡦ対ڧ
することなͲである。
ۙ年では，数஋ղੳ技術，センシンά・ϞχタϦン
ά技術および情報௨信技術なͲが長଍の進าを਱͛て
いる。こういった技術を活用して，構଄෺の設計，施
工，ҡ࣋管理をシーϜレスに݁合することが出来れ͹，
様々なレϕルでの P%C"αイクルを回すことが容қ
となΖう。ྫえ͹ Ϟデルによる設計ਤ面の作成ݩ࣍3
と施工計画の立Ҋ，施工に関わる様々な情報の஝ੵと
構଄෺に発生する不具合の༗ແ，点検データの஝ੵと
ͦれを活用した構଄性ೳධՁなͲ，いわ͹構଄෺の฼
的に管理できれݩखாやカルテともいえる情報を一ࢠ
͹，一見して理ղが困難な不具合やྼ化のメカχζϜ
のղ明につながる。このような P%C"αイクルの॥
؀を経て，ݸ々のインフϥ関連技術のレϕルアッϓと，
構଄෺の信頼性が向্することをظ଴したい。
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